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発著 しく増加し､食愁不振 ､喝吐､悪心､腹痛などを葦する事塵･kであった｡ 当時は ｢サン トニン｣
や海人草が入手出来たので.之を使用したのであるが､ その後海人草及びその製剤のみに塀 らねばな
らな くな り､一時は之すら使用不可能の状態に立至ったが､丁度その頃 Lamson等 (1930年)によっ











即ち ｢サン トニン｣は1回量0.05g宛朝夕茎腹時に､2日間に亘 り4回服用せしめた｡この際下剤を
用払なかった場合もあり､ ｢ラキサ 7.-ル｣や硫苦などを ｢サン 下-ン｣服周1-2時間後に用払た場
合 もある｡ ｢マクエン｣若 くは ｢アンテ-ン｣は1日2.0-25gを､そのま 叉ゝは上記下剤と共に2日






第 1表に示す如 く (イ) ｢サントニン｣使用の際の姻虫排出者率は下剤使用の場合80.0%で 之を
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界 1表 ｢サン tニン｣ の作用及び副作用
区分 症 駆 虫 作 用 副 作 用 (oFo)
例(人)i駆虫排 出者 (人) 蛎血排 出者率 (形) 平均排虫敬 (TLC) 章 子弧 腹 痛 悪 心 絹 張 監痛なき 滑イヒ器系統の 副 作 用
蒜 竪琴賃 富 芋 68 57 83.8 4.2800 10(14.7) 7(10.3) 1 ､(.5) 3(4.4) 0 8.(ll.7) 14(9.0)
87 67 77.0 3.595 3735 17(19.5) 6(.9) 0 1(.1) ･0 p6(6.9)
離 帝蛋豊 合 併ず せ ず 39 31 8 3(7.7) 2 1. 0 4 6(5.9)








第 2表に示す如 く (イ)海人革製荊使用の際の姻虫排出者率は (1)の場合と具 わ､下剤を使用し
第 2表 ｢､マクエン｣ ｢アンチニン｣の作用及び副作用
≡ 葺 (芸) 駆 虫 作 用 j 副 作 用 .(会)l蜘良二排出 蜘 二排出者率 平均排虫敬 (LJ)!腹 痛 下 痢 陽出血 滑イと器系統の者 (人) (形) 血 便 副 作 用
蒜 誓結珪 IF 46 26 56.5 53.0 1.8 (2.12) 5(10.9) 1(2.2) 5(10.9) 5(4.4)
賃 雷 撃 69 35 52.1 1.5 1 0 0 0 0
下刺使用せ● K 10 47.6 40.4 1.1 l o 1(4.8) 0 1(4.8) ･1(0.96)
た方が確に成績が良かったO.(ロ)又この率は (1) (p)と同様肺結核を合併 した者の方が然らざ
る者 より稲Jk高 く,この関係は下剤を使用せぬ群で･一履著明であった. (-)肺結核を合併 して居な
い者には副作用は認められなかったが､肺結核患者に於ては6名即ち約 9% に消化器系統の副作用が
認められたo而して之は (1)と同株下剤投輿者に断然多かった｡その中の1例 (井○か○子､34歳 .
両側肺結核)では服用前 日､糞便のTridoulet氏反磨及び潜血庚廠陽性で腸結核の節.濃厚な患者であ
ったが ｢マクエン｣と ｢ラキサ トール｣を服用した処､腸出血 50cc､その翌 日血便を見た｡ 又3例
に於て4日以上下さ和の続V､た者があったo
(3) ｢-キシ-ル レゾルシン｣に就て.
第 3表に示す如 く､ ｢-キシ-1}t,レゾルシン｣ 使用に際 しての桐虫排拭者率は肺結核患者と香との
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界3表 ｢-キシールレブルシン｣の作用及び1副作用
区分 症例 駆 虫-作 用 副 作 用 (会)
TF出芸習芸芸一芸虫芸 腹 下 意 血 畷 食忠 胃不快 腹 頭 発 借株用イ七のLJt1石●
(人)(人) (形) (醍) 碍 痢 心 便 吐 不顔 部感 鳴 播 ･熱 石さ副系作
肺糖核 67 60 25 4 3 7 6 .10 2 3 3789.6 4.9 18 7
合 併 (37.4)(26.9)(10.4)(6.0) (4.5)(10.4)(9.0)(14.9)(3.0) (4.5)(55.3)
合 併 94 81 86.3 4.1 Ill 4 6 0 2 5 4 5 1 1 18
問に大差はなかったが ､矢張 り(1) (2)と同様結核患者の方が梢Jk高率の傾向が嚢へる｡
副作用としては､油化器系統の訴-が多いのであるが､ 中でも腹痛,下痢､腹鳴等が多い｡非結核











した｡ (チ)佐○さ五〇､ (19歳,女､両肺結核)両側人工菜摘術で好韓しっ iあった.ものが ､掴虫症
の馬か食愁嘆に衰-､ 先づ ｢サントニン｣を下痢と併用して1世を排出したが,副作用はなかったO














しく､又発生率 も2倍以上であった｡殊に ｢-キシールレゾルシン｣による副作用は多く且 .激しくて
22


















静にして居る限 り,大抵それで事なきを得るもの i如 く､斯様にして居れば腸結核に悩まされる枝に
なるのは肺結核でも不幸な縛情をとる処の割合に少V,例に於てである｡ 然るに上記の如 く､応区虫処置
の鴬に未だ自覚に上らない程度のものが, 之を契機として顛在化して乗る事は注目に値する事実であ
る.両 もこの副作用は ｢サントニン｣海人草製剤では少 く､ その程度 も置小のに ｢-キシ-ルレゾル(;Tl)
シン｣では多い上に激しく, 木谷等も ｢-キシ-ルレゾルシン｣による胃幽門部の出血性腰欄を認め
た剖見例を報告して､｢アルキ-ルレゾルシン｣の鞘膜刺戟作用の故に､胃に何等かの誰質肝変化を有
するものには ｢アルキールレゾルシン｣ 以外の駆虫葵を使用すべき等を悠潰して慮 るが､ 余等は虞
に肺結核患者殊に腸結核の合併を予想せられる棟な患者には ｢アルキールレゾルシン｣ は禁忌と考-
るo而して ｢サン下-ン｣ の駆虫作用が下剤の併間の有無で大差を認めなかったと云ふ (1)の事実
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